
令和 3 年度 第２回廿日市市廃棄物減量等推進審議会 次第 

 

開催日時：令和 3 年 12 月 21 日（火）13：30～ 

開催場所：はつかいちエネルギークリーンセンター大会議室 

 

 

 

１ 開会 

２ 前回議事録の確認       資料１ 

３ 審議 

 １）審議会のスケジュールについて     資料２ 

 ２）現計画の実施状況について      資料３ 

４ 報告 

 １）アンケート調査結果（速報）     資料４ 

５ その他 

６ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配布資料】 

○令和 3年度第 1 回廿日市市廃棄物減量等推進審議会 議事録   資料１ 

 ○廿日市市廃棄物減量等推進審議会のスケジュールについて   資料２ 

 ○現計画の実施状況について       資料３ 

 ○ごみ処理に関するアンケート調査結果（速報）    資料４ 
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【第5節】、【第7節】
施策について

ごみ

生活排水

【第1節】～【第7節】
計画全体

ごみ
生活排水

パブリックコメント
ごみ

生活排水

    ▲   

【第４回審議会（R4.7月中旬）】
　・前回議事録の確認
　★ごみの発生量及び処理量の実績及び将来推計結果について
　★生活排水処理量の実績及び将来推計結果について
　★ごみ減量化施策について（現計画の実施状況等を踏まえ検討）

【第５回審議会（R4.11月中旬）】
　・前回議事録の確認
　★ごみの発生量及び処理量の実績及び将来推計結果について
　★生活排水処理量の実績及び将来推計結果について
　★ごみ減量化施策について（現計画の実施状況等を踏まえ検討）
　★生活排水に係る計画を実現するための施策について

【第６回審議会（R5.2月中旬）】
　・前回議事録の確認
　★一般廃棄物処理基本計画について（パブコメの結果をあわせて説明）

※　★：審議事項、・：確認、報告等

審議会のスケジュール

廿日市市廃棄物減量推進審議会

廿日市市廃棄物減量等推進審議会のスケジュールについて
令和３年度 令和４年度

【第3節】、【第4節】、【第6節】
実績及び将来推計

一般廃棄物処理基本計画

【第１回審議会（R3.10.28（木））】
　・委員紹介
　・審議会の運営について
　★現計画の実施状況について
　★審議会のスケジュールについて
　★アンケート調査内容及び方法について

【第２回審議会（R3.12.21（火）】
　・前回議事録の確認
　★現計画の実施状況について
　★審議会のスケジュールについて
　・アンケート調査結果（速報）について

【第３回審議会（R4.2月下旬）】
　・前回議事録の確認
　★現計画の実施状況について
　・アンケート調査結果について
　・事業系ごみに係る調査結果について
　・家庭系ごみの組成調査結果について（R3.3実施）

実績整理・データ収集 方向性の検討・決定

実績整理 実績整理・将来推計

実績整理・将来推計

現計画の実施状況整理

施策検討

施策等検討

アンケート調査実施

集計、結果整理

事業系ごみに係る調査実施、結果整理

アンケート調査内容及び方法検討

令和3年度に実施した

アンケート調査の状況を踏まえ、

実施の可否を検討

計画の構成（案） 審議する委員会

第１節　計画策定の趣旨  

第２節　廿日市市の概況  

第３節　ごみ処理等の現状と課題   

第４節　ごみ減量化目標等    

第５節　ごみ処理基本計画      

第６節　生活排水処理の現状と課題   

第７節　生活排水処理基本計画    
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現計画の実施状況について 

【数値目標】 

 「第２次廿日市市一般廃棄物処理基本計画」（以下、「現計画」といいます。）では、循環型社会形成に向け

た数値目標（チャレンジ目標）として、計画目標年度（令和 4 年度）における各種目標値を設定しています。

各種目標値（原単位・リサイクル率）と直近 5 年間の推移は下記のとおりです。 

 

①ごみ総排出量合計原単位（家庭系ごみ・事業系ごみ・集団回収の合計） 

 
②家庭系ごみ排出量原単位 

 
③リサイクル率 

 
④ごみ処理経費 

 
⑤温室効果ガス排出量 

 

【ごみ減量化施策】 

 現計画で記載しているごみ減量化等の施策及び実施状況等は、下記のとおりです。（詳細は別紙参照） 
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確認対
象外等

No.1

市民への情報発信

● ●
出前講座の参加人数
H28：354人、H31：669人

◆

No.2

リサイクルプラザの有効活
用 ● ●

No.3

市民・事業者交流イベント
の開催 ● ●

No.4

事業者向けごみ減量等啓発
資料作成 ● ●

No.5

排出事業者への減量指導等

● ●

流通・販売事業
者の協力推進 No.6

店頭回収・簡易包装協力店
の普及 ● ●

No.7

廃棄物減量等推進審議会の
運営 ● ●

No.8

公衆衛生推進協議会との連
携 ● ●

No.9

資源回収報奨金制度

● ●
登録団体数
H30：88団体、H31：90団体、R2：90団体

◆

No.10

生ごみ処理機等購入費補助
制度 ● ●

補助台数
H30：29台、H31：38台、R2：67台

◆

No.11

家庭系ごみ処理の有料化導
入 ● ● 「②家庭系ごみ排出量原単位」のとおり。 ◆

No.12

レジ袋の有料化

● ●

No.13

警告シールによる正しいご
み分別の啓発 ● ●

No.14

正しい分け方を促進するた
めの広報・啓発資料作成 ● ◆

No.15

転入者等への啓発

● ◆

No.16

事業系ごみの資源ごみ分別
指導 ●

No.17

資源回収業者の協力

● ●

No.18

小型家電製品のリサイクル

● ●
資源化量は減少しているが、固形燃料を除く
資源化は増加。

◆

No.19

福祉向上のための収集サー
ビス（ふれあい収集） ● ◆

No.20

ごみ収集運搬業の許可

● ●

No.21

収集運搬の効率化

● ●

No.22

旧焼却施設の解体と跡地の
有効利用 ● ●

No.23

新ごみ処理システムの構築

● ●
売電収入：年間1億6千万円程度
ごみ処理経費全体：5億円以上費用低減

◆

最終処分計画

No.24

最終処分場の延命化と維持
管理 ● ●

No.25

災害廃棄物対策

● ●

No.26

不法投棄対策

● ◆

No.27

在宅医療系廃棄物対策

● ●

No.28

資源ごみ持ち去り対策

● ◆

実施状況 効果（または認知状況）

効果が高い or 施策が認知されている 効果が低い or 施策が認知されていない

大区分 中区分 小区分

再資源化の
推進

正しいごみ分別
の促進

リサイクルの推
進

収集運搬計画

中間処理計画

その他の計画

排出抑制の
推進

適正処理の
推進

アンケート
調査との関

連

市民・事業者へ
意識の向上

協議体制の整備

回収・再利用シ
ステムの整備

経済的誘導シス
テムの整備

： 前計画における重点施策

： 注力施策

アンケート調査等にて確認

アンケート調査等にて確認

事業系ごみに関する調査にて確認

アンケート調査等にて確認

アンケート調査等にて確認

アンケート調査等にて確認

アンケート調査等にて確認

アンケート調査等にて確認

アンケート調査等にて確認

アンケート調査等にて確認

アンケート調査等にて確認

アンケート調査等にて確認

◆未達成の可能性が高い 

令和元年度は新型コロナウイル

スの影響等から原単位は増加し

ましたが、令和 2 年度から有料

化を開始したことで減少してい

ます。なお、現時点で実績と目

標の乖離が大きいため、目標達

成は困難な状況です。 

◆未達成の可能性が高い 

令和元年度は新型コロナウイル

スの影響等から増加しました

が、令和 2 年度から有料化を開

始したことで減少しています。

なお、現時点で実績と目標の乖

離が大きいため、目標達成は困

難な状況です。 

◆未達成の可能性が高い 

令和元年度から前施設とは処理

方式が異なる「はつかいちエネ

ルギークリーンセンター」の稼

働が開始したため、前施設をベ

ースで設定した目標の達成は困

難な状況です。 

◆達成できる可能性が高い 

令和元年度から「はつかいちエ

ネルギークリーンセンター」の

稼働を開始し、施設の維持管理

費（RDF の製造費用を含む）の

低減を図ったため、目標を達成

できる可能性は高いと考えられ

ます。 

◆達成できる可能性が高い 

令和元年度から「はつかいちエ

ネルギークリーンセンター」の

稼働を開始し、施設の集約化、

発電による CO2 排出量の低減

を図ったため、目標を達成でき

る可能性は高いと考えられま

す。 
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